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は じ め に

熱帯において現地人による学術研究が発展 しないと

いう通則は,植物学にも例外を設けなかった｡東印度

会社を中心にして英領印度の植物は既に前世紀中葉に

大巾に解明されていったし,印度支部諸国の自然はフ

ランスの研究者によって少しずつ研究されていった｡

オランダはピッテンゾルグに東亜植物学の中心を置い

て大規模な調査活動を行なったし,シンガポール植物

園は今世紀になってからアジア有数の標本庫を持つよ

うになった｡マニラの科学局の標本館は不幸にして第

二次大戦の戦火に滅ぼされはしたが,ここを中心にし

たアメリカ人研究者達の活動がアジアの植物学に占め

る位置は決して歴史のページから消え去る ことはな

い｡ついでにつけ加えるなら,日本人が最近半世紀に

成 し遂げてきた琉球,台湾の植物の研究もまた東亜の

熱帯,亜熱帯植物調査史に輝かしい跡を残すものであ

る｡

広大な中国の奥地を別にすれば,アジアの熱帯,亜

熟帯のうちで,植物相の調査が一番遅れているのは,

多分,インドネシアの一部 (スマ トラやニューギニア

など)と,開発の進んでいる度合を考えに入れた場合

のタイ国であろう｡特に,第二次大戦後に驚異的に開

発が進んで,最近では一口に後進国の範境に押 しこめ

てもしまえなくなっているタイ国で,植物相の研究が

甚だしく立ち遅れているというのは,むしろ意外な感

じさえも与えることである｡もっとも,このことは,

未開地域におけるように資料不足からきた調査不充分

というのとは少し違っていて,既にある程度の資料が

集積されておりながら,それを解析的に比較検討する

仕事がなおざりにされていたというような意味合いの

ものでもあり,それはそのまま,独立を保持し続けて

きた後進国の特殊性を物語る好例であることなのかも

しれない｡

たとえは 昭和40年度に私共がタイ国植物相の調査

を始めるまでに,シダ植物が約300種タイ国から報告

されていた｡そのタイ国で,私共だけで,約450種の

シダ植物を採集してきた｡1回の調査旅行で採集した
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ものが既知の種数の1倍半に達するというのは,これ

は驚異的な数字である｡けれども,その後,既に蒐集

されている各地の資料を検討してみた結果,未発表の

ままに死蔵されている標本が意外に多いことも判明し

た｡それらを検討し,私共の野外調査の穴を補うこと

によって,タイ国植物相についての知見をより完全な

ものにすることは,私共の調査にとって不可欠の務め

である｡

そこで,これまでに行なわれてきたタイ国植物調査

の歴史を簡単に跡づけてみて,何がよく分かっていて

どの部分が調査不充分なのかここでその問題点を指摘

することを試みてみた｡

1 19世紀における調査

現在行なわれている植物分類学の歴史は1753年に始

まる｡これは,万国命名規約によって,この年に出版

された Linnaeusの SPeciesPlantarum第2版を

植物名の出発と規定し,命名の先取権をそれ以後に認

めることにしているためである｡もちろん,分類学で

いう種が認識 され始めたのは JohnRayが植物種属

誌を出版 した1686年の頃に さかのぼることができ,

Linnaeus以前にも簡単な種類誌が刊行されたことも

ありはしたが,やはりまとまって植物誌の研究が進め

られたのは,18世紀後半からであるといって大過はな

い｡

タイ国の植物 に関して一 番古い文献 とい うのは

Retziusの ObservationesBotanicaeで,この第3

冊15)の付録に K6nigがタイ国産の植物を9種記載 し

ている｡これは報告者自身の資料に基づいたものであ

るが,何でもその標本は極めて貧弱なもので,再検討

に耐えぬものであるということである｡

19世紀になると, 東印度会社に関係していた Fin･

laysonが 1821-23年に,ビルマやラオスで採集して

いるが,その旅行の途次に北タイの植物を持ち帰った

ものなどが,本式の調査の始まりといえるのではある

まいか｡彼の資料は J.D.Hookerなどが研究して,

英領印度植物誌6)にも引用している｡ また, 1860年

前後に英国の Bangkok領事をしていた SirR.H･

Schomburgkは中部タイを中心にして標本を蒐集し,

英国へ送り届けている｡

この世紀の後半に入ると,各地に探検家の入る機会

が増えて くる｡L Pierreはカンボジアに伝導に入っ
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た宣教師だったが, そこで莫大な量の植物を採集し

た｡彼の標本は,わずかながら,東大や京大の膳葉庫

にも入っているくらいである｡彼はその足跡をタイの

領域にも及ぼしていたので,後に出版された交祉支部

森林植物誌19)にはタイ国の植物も併記されている｡マ

レイ半島は古くから商港 Singaporeを足場に,植物

標本の蒐集も進んでいたところであるが,採集家達の

足は,当然ながら,タイ領の Pattaniや Phuketに

も及んでいる｡1881年から約20年間 Penangに居て,

この地に植物園を創ったりした C.Curtis も度々タ

イ領まで足を伸ばした人の1人であるし, L Wray,

Jr.や J.E.Teysmannなども同じ頃に相当量の採

集をやっている｡これらの資料は H.N.Ridleyのマ

レイ半島東岸の植物相についての論文20)に引用されて

いる｡さらに前世紀末には,植物地理学者の A.Zim-

mermannが Bangkok周辺で調査を行なっている

し,F.H･Smilesは主として北タイで300点ばかりの

標本を採っている｡英人達の採集品や,またタイ国の

植物についても一番豊富な収蔵を誇っている Kew膳

菜館に送られた標本 については, 前世紀の ものは,

J･D.Hookerが詳しく研究し, FloyaofBritish

Indiaには可能な限りの資料が引用されている｡

タイの植物について,比較的まとまった最初の文献

といえば,∫.Schmidtが中心になって編集し,世界

中の学者の協力を得て BotaniskTidsskriftに連載

された …FloraofKohCれang"27)で,これは1899年

から1900年にかけてChantaburiの南のKohChang

良-出かけた DanishScientiBcExpeditionの成果

の報告である｡ここには,沢山の専門家の協力を得る

という利点もあって,タイ湾上の小島の研究だと蕗視

することのできない豊富な内容をもった記録が掲載さ

れている｡いずれにしても,この研究は,前世紀にお

ける散発的な調査を一つのまとまった方向に移してい

った最初の試みであるといえるし,その意味で非常に

成功した仕事であったともいえるものである｡

また,Schmidtの調査と同じ1899年に, マラヤか

ら SkeatExpeditionがマラヤ半島北部を調査する

ために派遣されており,Readingの教授だった D.T.

Gwynne-Vaughanが植物標本を採集している｡

2 今世紀初頭の調査

ある程度資料の蓄積が進み,機が熟してくると,そ

れに見合った仕事をする人が現 われてくるというの

は,あたかも歴史の必然的な展開かと思えるくらいで

ある｡世紀があらたまった頃のタイ国は,その政治区

画は必ずしも明確,固定的 なものではなかったのだ

が,それでも,Kew 膳菜館に運び込まれた資料を基

礎にしてタイ国植物目録を編纂しようという人が現わ

れてきた｡F.N.Williamsがその人で, `̀Listedes

PlantesConnuesduSiam"30)を Bulletindel′-

HerbierBoissierに1904年から5年 にわたって連載

している｡これは,筆者自身はタイを訪れたことがな

くて,純粋に膳葉標本と文献だけを頼りにした仕事で

あるが,植物相調査の初期のある段階ではそういう取

りまとめも大切な意味のあるもので,事実,Williams

は克明に資料を検討し,要領良い植物目録を作ってい

る｡念のために数字を挙げると,この目録には種子植

物が979種列挙されており, 次に述べる Ostenfeld

の報告から転記した付録の63種を加えると,計1042種

が1905年当時に分かっていたタイ国産植物の全部であ

るということになる｡(ただし Williamsのいうタイ

国のうちには Angkorや Bassac,それに Kedahな

ども含まれている｡) この目録は,簡単に種名を列記

しただけのもので,批判的なことはほとんど加えられ

てはいないが,最初の総合的なタイ国植物目録として

意味ある業績であるといえる｡

Williamsが目録をまとめた頃までには,上述の採

集品の他に Thorel,Harmand,Murton,Keithな

どという人達の断片的な蒐集品が加えられただけで,

その数も4250点程に過ぎなかった｡ しかも,Smiles

の採集した300点程の他は,ほとんどが中部や半島部

の標本で,これだけではタイ国の植物柏はその一部を

知ったともいえぬ程だった｡だからこそ,北部の採集

品がこれに加わると,まるで異なった地域からの資料

のような結果をひき起すことになる｡ ちょうど WiL

liamsの目録が連載 されている時に, 同じ雑誌に,

C.H.Ostenfeldが Lindhardの採集目録18)を発表

している｡Lindhardという人はデンマークの東アジ

ア会社の仕事でタイ北部の森林調査をやった人である

が, その本務の合間に採集した標本を Copenhagen

に送り, それを Ostenfeldが専門家の協力を得なが

ら調べた結果が上述の報告になったもので,ちょうど

100種 (うち7種はシダ植物) の維管束植物が挙げら

れているものである｡ほとんど草本だけであった93種
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の種子植物のうち,63種までは Williamsの目録に

載っていなかったもので,その数字が,この頃の知識

の程度を如実に物語る｡特に北部の山岳地帯のように

植物の面では面白い地域が,ほとんどまだ調べられて

いなかったのである｡

その頃にタイ国でもう少しまとまった植物調査をや

った人に C.C.Hoss畠usがある｡ この ドイツ人は単

身でやって来て,1904年から5年にかけて,半島部を

除く各地で動植物の標本を採集し,民俗的な記録を集

めている｡彼の踏査した場所のうちで主なものを挙げ

てみると北部では MengFang,Do主Chiengdao,

Do主SutepとChiengmai,Do主lntanon,DoiSaket,

中部ではPetchabun,Nakhonthai,Pagnampohら

である｡蒐集晶のうち,植物については,彼自身の研

究と,資料の検討を依頼した専門家達からの報告とを

まとめて,いくつかの論文7~13)にして発表している｡

また,タイ国のキツネノマゴ科の総論は,この種のも

のとして初めての論文でもある｡

このようにして,タイ国の植物もやっと先進国の文

献の上に姿を現わすようになってきた｡ しかし,19世

紀以来研究が進んでいた英領印度や,今世紀に入って

まとまった植物誌の出版され始めた印度支那やマラヤ

などに比して,タイ国だけは学問の大きな流れから取

り残されてしまうことになった｡ (印度支部の植物誌

は Lecomte,M.H.FloreGdndraledel'Indo･

Chine17)が1907-1951に出版されているし,マラヤで

は Ridley,H.N.FloraoftheMalayPeninsula26)

が1922-1925に完結している｡これら二つの植物誌に

はタイの資料に言及されている部分がある｡)

3 A.F.G.Kerrとその業績

タイ国の植物調査史のうちで最も重要な位置を占め

るのは,イギリス人の医者であり,後には完全に植物

採集家になりきってしまった ArthurFrancisGel

OrgeKerr(1877-1942)である｡

Kerrがタイ国へやって来たのは1902年,25才の時

であった｡翌年夏,Chiengmaiの保護医として縁の

古都に赴任した Kerrは, Irelandに育った少年時

代にもよくそうしたように,余暇をみては山野を政渉

した｡そして,そのうちに,彼の自然に対する深い愛

情が,この地に美しく咲き誇るランを筆写する作業に

向かわせることになった｡植物学の専門の勉強をした
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ことのなかった辺境の若い医者が,そのようにして花

の持つ美しい形に惹きこまれていったのである｡

1908年に一旦英国へ帰ったKerrは,ランの写生図

を215種も持っていた｡たまたま Kewに立ち寄った

Kerrが,ランの専門家であった R.A.Rolfeにその

図を見せたことから,未開地の資料蒐集に努力を惜し

まなかった Kew 膳菜館が,Kerrに植物標本の採集

を依頼し,援助をすることになった｡間もな く,タイ国

-引き返した Kerrは,BangkokからChiengmai

-の船旅の途中,1908年12月 1日の目付で彼の最初の

標本を Paknampoで採集する｡それから本職の医療

業務の合間に,ある時はせいぜい月に一度森林-入る

ことができるだけというような調子でではあったけれ

ども,Kerrの採集は徐々に蓄積量を増やしていく｡

標本はでき上り次第,Kew 膳菜館に送られ,そこで専

門学者の研究に委ねられる｡もともとその道の勉強を

してこなかった人であるに拘わらず,Kerrの植物標

本は最初から非常に良質のものであったOいったい,

植物標本の作製には,そんなに難しい法則や作法があ

るものではなく,ただ丹念に注意深 く作業されさえし

たら,標本の質を良 くすることは誰にでもできること

である｡もともと自然の親 しい友であったKerrは,

それだけにものどとの取り扱い方もきっちりしていた

らしく,標本に作られた植物自体も,それに付けられ

たラベルも,それは立派なものである｡

Kerrの植物研究にとって非常に好運であったこと

は,最初から Kew膳菜館と連絡を取っていたことで

もある｡ しかも, そこで, ごく初期からずっと後ま

で,タイ国植物の研究で協力関係を続けることになる

W.G.Craib(1885-1933)という好伴侶に恵まれる

ことになる｡ (Craib はその頃 Kew に居たけれど

ち,1915年からは Edinburgh に移り,1920年には

Aberdeenの勅任教授となる｡ けれども, Kerrと

Craibの出逢いは,終生続 く友情に発展し,タイ植物

目録5)という実を稔らせることになる｡)KerrがKew

に送った最初の標本から,タイの植物の研究は,Kew

では,Craibの手に委ねられる｡そして,1911年に至

って,Kerrの DoiSutepの植生に関する報告と,

Craib の彼地 の植物目録 を合 わした,2人共 同 の

"ContributionstotheFloraofSiam"がこの年の

KewBulletinの巻頭を飾ることになる｡HewBull

letinに掲載された この シリーズの論文は主として
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Craibが書いた｡シリ-ズの 1,2,5の3第は採集品

目録であるが,これは,北部の資料が決定的に不足し

ていた Williamsの目録に対する補遺の意味をもっ

ていた｡他の嵩はAddendaとされてはいるが,これ

はそのまま後続の FZoraeのための予報とでもいうべ

きもので, 一部 はその 補遺に相当するものもある｡

Craib以外に Kerr,Geddesらの手になるものもあ

り, Craibの死後は Fletcherや Barnett,それに

Kerr らが中心になって1940年に53番目のものが出る

まで続いている｡出版の場所は後の文献 リス トに一覧

表を掲げた.4)それ以後, KIerrのところからは膳葉

標本だけでなく, 生材料や種子なども Craibの手許

に届けられ, それが Craibによって比較検討されて

公表され,タイの植物柏は一つ一つ明らかにされてい

ったのだった｡

植物標本に対する執着は Kerrの内面で少 しずつ強

まっていき,遂には,医者という本取を等閑にするよ

うになる｡やがて,タイ国政府も研究書肝ヨ創設に踏み

切ることになるが,そんな話が Kerrのところにもた

らされてからも,計画は遅々として進まない｡1920年

Kerrは父の死の日にもあえて Cbiengmaiへ戻ろ

うとはせずに, Bangkok で新 しい任務を求 め続け

る｡そのようにして,とうとう9月1目付で,タイ政

府任命植物学者の肩書を得る｡その日にタイ政府商務

省に初めて植物部門が設けられ,その長にKerrが任

ぜ られたのである｡それ以来,彼は大手を振って植物

調査に専念する｡ (とはいっても,彼の博物史的興味

は植物学の範噂に極限されることはな く,蝶の採集を

して友人の E.J.Godfreyの研究を乞うたり, 考古

学や民族学に興味を持-,たり,また,植物については

その土名を詳しく採集したりもしている｡)その後,

1932年になって30年に及ぶタイ同政府-の務めを終え

て英国に引き揚げるまで,Kerrの職名は何度か変更

されたし, 所属する官庁 もいろいろと変ったけれど

も,植物調査に奉仕する彼の態度は変らなかった｡そ

して, 2万点を超える植物標本の作製と,数えること

のできない程の顕著な業績を,その30年の間に Kerr

はタイ国に残 していったのである｡

Kerrと Craibの協力に よるタイ植物柏の調査研

究は,やがて,この国の植物分類学にとって記念碑的

著作ともいうべき FloraeSiamensisEnumeratio5)

を産み出すことになる｡ これは,Kerrとその友人達

によって詳しく調査蒐集された資料を駆使 して,タイ

国産植物を列記したもので,一つ一つの種類にも鋭い

批評眼をもって検討が加えられている｡その第 1巻は

4分冊になって,1925年から31年にかけて出版され,

著者は Craibになっているが,刊行前に Kerrも一

通り眼を通 したという｡引き続いて第2巻もKerrが

英国へ帰って から原稿が少しずつ 整えられる｡ しか

し,業半ばにして,1933年に Craibは親 しい友人に

看取られながら大脳腰湯で友に先立って逝 く｡残され

た Kerrは H.R.Fletcherらの協力を得てその仕事

を続け,5分冊に分った第2巻を1939年に終える｡さ

らに,Craibの仕事の跡を頼りにして,Enumeratio

の原稿はKerrの手許に準備されていく｡ しかし,そ

の第3巻が上梓される前に,長年の熱帯生活に慣れた

身体が耐えることのできない英国の気候に敗れて,19

42年,長い友であった Craibを迫って Kerrもまた

冥界へ旅立ってしまった｡ (Kerrの死後,戦争中で

あるという悪条件 も重なって,第3巻の出版は遅々と

して進まず,やっと戦後になって,Siam Societyの

手許で Kerrの原稿が整理され,1951,54年に算1,

第2分冊が出版される｡ さらに Aberdeenの後継者

であるE.C.Barnettが監修 し,Bangkokの Tem

Smitinand らの熱心な協力もあって, 1962年になっ

てようよう第3冊が陽の目を見ることになり,これで

算3巻が一段落した｡ しかし,この部分は原稿の整備

も充分とはいえず,印刷上の注意もおろそかで,前2

巷に較べると幾分見劣 りのすることは否 めない｡ ま

た,上の3巻で双子菓植物の大部分が終ることになる

が, 単子葉植物 や裸子植物 はとうとうLl版 されずに

終ってしまったし, また, 今となってほ,Craibと

Kerrの段階で出版できるものでもなくなっているよ

うに 思われる｡)

4 第2次大戦までの調査

Kerrがタイ国に残 した業績は自分自身の足で調査

をしたものだけではなかった｡最初,政府御用植物学

者として,いろいろの知見をタイ国内に紹介したり,

回内での調査研究に便宜を計るための様々の援助をし

たりして,この国の博物調査に大きな貢献をしたこと

の方がむしろより大切なものだったかもしれないくら

いであるo 既に Hosseusがその調査旅行の途次に

Kerr に世話になったことを記 していることも,この
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世話好きの 人の面目をはっきり示 しているものであ

る｡ ドイツからやって来たもう1人の探検家で地理学

者の W.Crebnerも1927年から29年に及ぶ旅の問に

Kerrの世話になり,彼の蒐集した植物標本も Kerr

に同定を依頼 している｡

事実,Kerrとの交友から植物採集を始めた人の数

は多 く,今世紀に入ってからのタイ国植物調査史はそ

のままKerrの生活史と交友録に置き代わるかもしれ

ないくらいである｡DJ.Collins夫人はChiengmai

で Kerrと知り合い, 採集を姶めたが, 夫の死後は

Bangkokに移り, そこで Siam Societyの博物部

門の仕事を引き受け,また,東-南-と採集旅行にも

出かけている｡Kerr にとって最も良い協力者であり

友人でもあった人である｡ また,H.B.G.Garrett

(ca.1871-1959)は森林局に関係のあった人である

が,Kerrが Chiengmaiへやって来た当時から終生

の親友であった｡退官してからも森林での仕事を死ぬ

まで続けた人で,標本の品はそれ程多 くもないけれど

も,質の良い興味深いものを,北部の山地で採集して

いる｡Do主lntanonには10回,Do主Chiengdaoへは

12回も登っている｡Kerrの末弟であるF.H.W.Kerr

(1885-1958)も Chiengmai在住の兄を訪 うた時か

ら採集を始めた｡タイに旅していた期間は短かかった

が,兄の仕事を助けた意味には大切なものがあったよ

うである｡A.Marcan(1883-1953)は Kerrにと

って最も親 しかった友人で,2人はよく一緒に採集に

出かけたりした｡ Bangkok周辺の採集に 関する限

り, Kerrの蒐集晶はほとんど Marcanの協力を得

たものである｡植物を通 じて結ばれた2人の友情は,

もっと巾広い人格の交流にまで高まり,Kerrの死後

も Enumeratioの仕事のために Marcanは尽力を

惜 しみはしなかった｡ErylSmith夫人は夫の Ma1-

colm A.Smithと一緒にタイ国-やって来た医者で

あるが,特に半島部などでシダ類にも興味をもって採

集をした｡東南アジアの各地に採集旅行の足を伸ばし

たので,タイ国では1922年頃に採集しただけで,期間

は短かかったけれども,きわめて効率の良い仕事を残

している｡1925年に英国へ帰り,Kew 膳菜館でシダ

類の研究を始めるが1930年自動車事故で亡 くなってい

る｡また,動物学者であり,Siam Societyの博物部

門の指導者でもあった H.McCormickSmith も,

Kerrとの親交がきっかけになって植物標本も作るよ

978
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うになった｡わずかな量ではあるが,資料は Smith-

sonianlnstit11tionに残されている｡

どこの国にしても,自然の調査が本当に着実に進捗

するのは,その国のうちから研究者が出るようになっ

てからである｡通りがかりの旅人に過ぎない一振りの

外来研究者は,その人達がどんなに秀れた人達であっ

ても, 通り一遍の ことしかできないものだからであ

る｡そして,そんな意味からも,Kerrはタイ国に偉

大な足跡を残 してきた｡彼と親交を結び,また,彼に

教えを受けた人達のうちから,森林の調査を堅実に進

めていく人達が何人か 出てきたからである｡ Phra

Winit(正確にいえば PhyaWinitWanandorn,

1896-1955)は最初の秀れたタイ人の植物学者だった｡

インドの帝国林業大学をおえて以来,タイ国森林局に

務め,若い頃には DoiSutepの森林園の造成とそこ

の植生調査に励み,晩年には森林局総裁をやって退官

した｡採集した植物標本の総数は約2000でそれ程大き

なものではないが,質の良いもので,Enumeratioに

も最大限に引用されている｡Kerrが英国へ帰国した

頃からは採集を止しているが,それは,森林局の中で

の仕事が徐々に忙しくなって, 森林で仕事をする機

会に恵まれなくなったものなのだろう｡Na主Put(18

77-ca.1955)は Kerrの植物採集の助手を務めた

人だから,この人の行動は Kerrと全 く一致 したもの

だった｡ この人もまた Kerrの帰国後は植物採集は

やっていない｡Kerrが政府の植物学者になってから

助手になったのは NaiRabilBunnag(1902-現存)

で,この人も自分で採集した数はわずかだが, Kerr

と切り離して考えることのできない人だろう｡ Phya

WanapruekPhicharn(1879-ca.1955)もWinit

と同じ帝国森林大学をおえて森林局へ入った人で,級

年には LinneanSociety の会員 にも推挙 されてい

る｡ Mom ChaoLakshnakara(1902-現存)は農

林省の役人で,Kerrの BotanicDepartmentが農

林省に属するようになって以来助手を務め,Kerrの

帰国後はその後継者となり,1962年に退官するまでに

幾つかの調査旅行を指揮 している.Enumeratioの第

3巻第 2分冊は彼の手で刊行されている｡

第2次大戦前のタイ国の植物調査で Kerrにそれ程

依存 しないで行なわれたものにJ.F.C.Rock(1884-

1962)のものがあるC彼は1919年と1920年と2度タイ

国へやって来て,2度目には Chiengmaiで Kerrに
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も逢-1ている｡ 1920年tJ)旅行の際に北タイC/)Doi

Sutep,Do主Chiengdao,Chiengrai,MePing 二

Koratで採集したものが重要なもV,)㍗, タイ匡湧 らゝ

ビルマの ShanStatesに移動し,さらに雲南とチベ

ットで大量の植物を採集 している｡上に述べて来た人

適の標本が Kew膳菜館か大英博物館かに収蔵された

のに対 して,Rock の採集品のほと/i/どは米国に運び

込まれ Smithsonian Institution,GrayHerbari-

um や Honolulu の B.P.BishopMuseum で専

門家の研究に供されているがl),Enumeratioにもほ

とんどのものが引用されている｡それから,書き落 し

てならないことは,我が早田文蔵先王生も北タイで採集

しておられることである｡第 2回の印度支那調査に向

かわれた1921年, 北タイのDoiSutepとその周辺で

採集をされ,その標本は東京大学に残されている｡

5 第2次大戦後の調査

SchmidtExpeditionや Lindhard採集品などで,

デンマークはタイ田梢物調査についてはその初Hから

深い闘わりを持っていた｡ しかし, 本式に Thai-

DanishBotanicalExpeditionが組まれるようにな

-､たのは戦後になってからであり,デンマーク駐タイ

大使だった G.Seidenfadenc甥ミした役割も大きな

ものだった｡(彼の伯父 MajorSeidenfadenもBan-

gkokに居たことがあり,Kerr とは深い交わりを持

っていた｡)

戦後の Thai-DanishBotanicalExpedition ･.'ま

1957年の現地調査から始まり,1966年までに数次の調

査隊が森林-入っている｡崇三戦指揮を執っているのは

KaiLarsenで,この人はショウガ科｡,)分類などを手

がけたこともあるけれども,一番熱心にやっているJj

は細胞分数学で,タイ国の植物の染色体の形態は彼 レJ

仕1j汀こよってずい分よく知られるようになった.JJ/L

な仕車からも伺えるように,このデンマーク隊は,戟
前の調査C/)ように維管束植物を蒐めてきて月苦葉標本で

調べろだけではなくて,生きた材料についてある程度

分析的な研究を試みようともしているし,隠花植物に

も一方ならぬ興味をもっているo今までに調査に参加

したのは, KaiLarsenを始め, K.Gram,C.S.

IJarSen,Th.S¢rensen,B.& B.D.Hansen,F.

Floto,G･Seidenfaden らであり, Bangkok レ〕

Tem Smitinandはこの 調査隊と終始密接な関係を

もって行動している｡

デツマークには,Schmidtや Lindhardなどの採

集品Jj他に,今世紀初頭 J) A.P.N.Vesterdalをは

じめ,1929年に E.S.Nielsen,1923-38年にはC.W.

Franckが東南アジア旅行の途次に立ち寄ったタイ国

から持ち帰った標本もあるし,1934,5年に G.Sei-

denfadenが採集した2500点に及ぶ標品も収蔵されて

おり,それらの資料も,新 しい調査隊の蒐集晶とr'-,]時

に, それぞれの群の専門家の研究資料に供され,少

しずつ陽の目を見るように なっている｡ 研究結果は

DanskBotaniskArkiv16) の20巻と23巻がタイ国の

植物調査報告のための特集号になって,研究の進んだ

群から肌に公表されている｡ この調査はさらに継続さ

れる予定だそうで,Bangkok で企画されているタイ

国植物誌出版の構想とも,今のところ,最も剰妾な闇

係をもっている｡

また,Thai-DanishBotanicalExpeditionの実

現に最も大きな陰の力となった先のデンマーク駈タイ

大使の G.Seidenfaden は早 くから植物学にも興味

を持っていて,BangkokJjTem Smitinandと共

著でタイ国産ラン類の仮目録28)を出版 していたが,局

近全4巻がめでたく完結している｡

FloraeSiamensisEnumeratio第 3巻の完結に

実質的な協力をし, Seidenfaden とランの仮目録を

編んだタイ国王立森林局の Tem Smitinand は森

林局惜葉館の主任であるが,非常に熱心 な植物分三類学

君て,今ではタイ同植物机の研究は彼を度外視して進

めることができな くな一､ている｡Unescoの資金を得

て編もうとしているタイ国植物誌の計画も,彼が中心
になってl'ji･地･ノつ専門家の協JJ.を 得ることができるな

ら, 決して軽々しい夢物Jj;吾に終ることもないだろう

と思われるOデンマークとの共同研究の質料蒐某だけ

でなく, Ten Smitinandは個人ででも国内をよく

歩き,損敏定観察JJでも-,て,立派な植物根本,ち,森

林局階葉館にどしどし蒐めている.こuj国J)机物分別

学闇係の雑用の一切を引き受けている上に,比較す,I:､

質料も又献も乏 しい現伏では,彼uj研究が遅々として

進まないDは当然ながら,彼の蒐集している資料が多

くの専門家の研究に委ねられることになったら,さぞ

かしこの園の植物相に闇する知識は一段と飛躍す,I:'こ

とだろうと思われる｡まだまだタイ国の人だけでこC/)

Lqの学間を支えろという時が来るまでには暇がかか い
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そうだけれども,Ten Smitinandの存在は, 例外

的とはいえ,この国の学問の将来に明かるい灯を投げ

かけるものに思われる｡

ここ数年,タイ国の各方面における発展には目を見

張るものがある｡そして,そのことが,この国-各国

からいろんな類の人達が訪うて来ることを可能にして

いる｡植物学徒の場合も例外ではない｡一つ一つ並べ

ることができぬ程多くの人達がタイ国を訪れ,少しず

つ標本を採集している｡それらのうちの大部分は,今

まで,研究もされないままに死蔵されている｡タイ国

は地理的にヒマラヤ要素の植物とマレイシア要素の植

物との接点に位している｡この地の植物相が正確に把

握されることは,これら二つの植物区系を比較し,植

物地理の大綱的な問題点を整理するために非常に重妻

な意味をもっている｡せっかくの調査資料がいたずら

に埋没しているようでは,この学の分野にとっては甚

だしい損失だといわねばならない｡タイ国植物誌の研

究がそんな段階で止まっていることがないようにと念

じる所以である｡
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